
人と地球の健康を未来へつなぐ‌
－「‌プラネタリーヘルス」という新しい視点－

JICAが考えるプラネタリーヘルスとは、「人間の活動は人の健康と地球環境の双方に

影響を与える」「気候変動や環境汚染、生物多様性の喪失等の地球環境の変化は人の

健康に影響を及ぼしている」という認識、そして「社会経済活動が地球環境を急速に

変化させ、限界に近づいている」という危機感に基づき、人・社会・環境を一体とし

て捉え、持続可能な社会と健康・ウェルビーイングを地球規模で実現することです。‌

JICAの事業は、この「人間の活動」にあたると考えています。この視点を取り入れるこ

とで、保健分野をより広い視野で展開でき、さらに多様な分野で地球環境と人の健康に

とって望ましいアプローチを採用し、将来世代の健康と生活を守ることにつながりま

す。‌

地球と社会、2つの限界‌

システム思考：「個別」ではなく「全体」で‌

「プラネタリーヘルス」の考え方‌
「プラネタリーヘルス」は、人や動物の健康と地球の健康のつながりを重視し、それらを総合的にとらえ社会・経済・‌

生態系にアプローチしていこうという考え方です。‌

人間の活動が地球環境に影響を及ぼしており、また気候変動や環境汚染、生物多様性の喪失といった地球環境の変化が

私たちの健康に影響を及ぼすという、人と地球環境の相互依存関係に着目し、私たち自身の意識や行動の変容を促す‌

新しい概念です。‌

2009年に提唱された「プラネタリーバウンダリー（地球の限界）」‌では地球

環境に関する9つの領域のうち、右図の色付きの項目7つがすでに「危険域」

にあると報告されています（2025年時点）。同時に、人間社会にも「ソーシ

ャルバウンダリー（社会的限界）」があります。すべての人が健康で文化的

な生活を送るために欠かせない食料、水、教育、医療、公正な社会参加など

も、十分に満たされていないとされています。‌

JICAの事業とプラネタリーヘルス‌

出典：Boyden, 2016; Wardani et al., 2022を基にJICA作成‌

出典：環境省『令和5年版環境白書』他を基にJICA作成‌

プラネタリーヘルスは、この「地球の限界」と「社会の限界」の両方を超えない範囲

（右図のドーナツ型の白い領域）で、人と地球の健康を守ろうとする新しい考え方

です。‌

私たちはいま、地球規模の環境変化と社会的な格差が同時に拡大し、健康や経

済、社会に直接影響を及ぼす危機的「転換点」に立っています。‌

プラネタリーヘルスを考えるうえで大切な考え方

が、「システム思考」と呼ばれるものです。‌

出典：JICA作成‌
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これは、物事を個別に切り離して見るのではなく、右

図のように出来事同士の「つながり」やその背景にあ

る原因まで含めて全体としてとらえる考え方です。‌

多種多様な要因が複雑に関係し合うプラネタリーヘ

ルスの課題に対しては、このような全体的な視点か

ら課題を理解し、解決策を導くことが求められま

す。‌



Q&Aでわかるプラネタリーヘルス‌
なぜプラネタリーヘルスが今注目されているの？‌
気候変動の影響の深刻化、およびコロナ禍により、人間の活動と自然環境の関係が再認識され、野生動物

との接触や生態系の破壊が感染症リスクを高めることが注目されるようになりました。国際社会では、

気候変動やSDGsを背景に、課題を分野ごとに切り離すのではなく、健康・環境・社会を統合的にとらえ

る考え方が広がっています。‌

プラネタリーヘルスは、その流れを体現する新しい概念であり、人と地球の健康を一体として守ること

を目指しています。‌

○○ヘルスと最近よく聞くけど、違いは何？‌

よく似た概念に例えば「ワンヘルス」というものがあります。ワンヘルスは、人間の健康・動物の健

康・生態系の健康を一体として捉え、それぞれの分野が協力して健康リスクに対処しようとするアプロ

ーチです。ワンヘルスは、歴史的に動物由来の感染症などのリスクへ即時対応をするための「実践的対

応」が強かったことに対し、プラネタリーヘルスは「地球全体の限界」「社会の仕組み」「将来への責

任」といった「より包括的なアプローチ」を掲げています。どちらも目指すゴールは同じなので互いに

補いあうことが重要です。‌

保健分野では、例えば病院を建設する際、環境負荷の少ない太陽光パネル等を用いた持続可能なエネルギ

ーによる電力の供給を考慮することで災害等の緊急時を含めた継続的な医療サービスの供給と、環境に優

しい病院運営を同時に実現できます。‌

また、一見関係がなさそうに見える分野の取り組みも、実は地球と人の健康に深く関わっています。たと

えば世界では、現在約13億人が家畜と関わり暮らしており、畜産業で家畜の衛生や健康状態を改善するこ

とにより、より安全で効率的な食料生産が可能になります。‌

また、生産の効率化により、水や飼料、薬品の消費、家畜からの温室効果ガスの排出を減らすことができ

ます。‌

こうした取り組みの結果として、人の健康（栄養状態）と地球の健康の両方を守ることにつながります。

この他にも水・衛生、農業、教育など、多くの分野でプラネタリーヘルスに貢献する可能性が広がってい

ます。‌

どういった分野からプラネタリーヘルスに貢献できるの？‌

 

JICAはプラネタリーヘルスにどう貢献しているの？‌
JICAはこれまで、「JICAグローバルアジェンダ」で掲げる20の課題のもと、SDGsの達成に向けて幅広

い分野で協力を進めてきました。‌

その取り組みは、人々の健康を守るだけでなく、安全な水の供給や災害への備え、持続可能なエネルギ

ーの利用、環境保全、地域産業の発展などを通じて、地域社会の暮らしを支えています。‌

こうした事業の多くは、プラネタリーヘルスの視点で見ると、すでに人と地球の健康の両方に貢献して

います。‌

JICAは引き続き、保健分野にとどまらず、多様な分野との連携を一層強化し、プラネタリーヘルスに資

する支援を行っていきます。‌
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出典 ［1］JICA、事業について、https://www.jica.go.jp/activities/#anchor1 (アクセス：2025年10月) 


